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令和２年 第１１回別海町教育委員会議 会議録 

 

１ 開催日時  令和２年７月１６日（木） 

１０時００分から１０時３０分まで 

 

２ 開催場所  別海町役場４階第２委員会室 

 

３ 出 席 者 （４名） 

        教育長         登 藤 和 哉 

教育委員        大 塚 保 男 

教育委員        木 村 江 里 

教育委員        粥 川 一 芳 

 

４ 出席職員 （１５名） 

教育部長        山 田 一 志 

教育委員会部次長    石 川   誠 

指導主幹        住 吉 幹 城 

指導参事        根 本   渉 

        学務課主査       佐 藤   亮 

        学務課主査       大 山 晋 作 

        学校教育課長      入 倉 伸 顕 

        学校教育課主幹     池 田 卓 也 

        学校教育課主査     高 津 寛 人 

        生涯学習課主査     恒 川 敦 史 

        給食センター主査    成 瀬 広 子 

        中央公民館長      内 山   宏 

        西公民館長       田 村 康 行 

        東公民館長       福 原 義 人 

        図書館長        新 堀 光 行 

 

５ 議事日程  議案第１号 別海町学校給食センター運営委員会委員の任命又は委嘱に

ついて 

        議案第２号 令和２年度教育費予算の補正について 

― 
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教育長 

(登藤和哉君) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－【開 会】－ 

ただいまから令和２年第１１回の別海町教育委員会議を開会いたし

ます。 

本日の出席者は４名でございます。別海町教育委員会会議規則第５

条に基づき、定足数に達しておりますので、会議の成立を宣言いたし

ます。 

開会に当たりまして、私の方から一言ご挨拶を申し上げさせていた

だきます。 

皆様、こんにちは。 

時節柄お忙しい中、お集まりをいただき、感謝を申し上げます。 

委員の皆様方には既に御連絡をしているところでございますが、今

月末から学校訪問が始まります。いよいよというべきか、やっととい

うべきか、コロナ禍の中で通常が始まります。 

各学校では、新型コロナウイルス感染拡大防止の取り組みをそれぞ

れ行っており、新しいスタイルに対応した試みを工夫して実施してお

ります。 

衛生対策はもちろんでございますが、例えば、三つの密に気を付け

た避難訓練の実施や交通安全教室及び生徒総会の実施、お便りばかり

ではなく個人面談による参観、研修のため出張ができないということ

からオンデマンド研修による職員全員での研修内容の共有等、様々な

アイディアが出され、学校ごとの素晴らしい取り組みが行われており

ます。 

また、書面会議が多くなるこの状況下で、集合して実施する会議の

重要性を見直すなど、本来の良さを改めて実感する良い機会となった

と感じることで、色々な気付きがあったことも重要なポイントでござ

います。 

そのような中での学校訪問。多面的な視点で研修したいと思います

のでどうぞよろしくお願いいたします。 

もう一点ですが、３日後の７月１９日中央公民館において、子ども

夏まつりが開催されます。コロナ禍の中で様々なイベントが中止とな

りましたが、イベント実施に関して規制が徐々に緩和され、さらに子

どもたちを元気にするという観点から実施されるものでございます。

公民館職員がアイディアを出して実施するとても良い試みでございま

すので、お時間が許すのであれば見学に来ていただきたいと思ってお

ります。 

お願いばかりで申し訳ございません。 

 それでは、本日の会議に入りたいと思います。 
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教育長 

(登藤和哉君) 

 

 

 

教育長 

(登藤和哉君) 
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(登藤和哉君) 

 

教育長 

(登藤和哉君) 

 

教育部長 

(山田一志君) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

(登藤和哉君) 

－【前回会議録の承認】－ 

それでは、日程第２前回会議録の承認に入りたいと思います。 

令和２年第１０回の会議録につきまして、事前に各委員の皆様に事

務局から送付しておりますので、訂正御意見等がございましたら発言

をお願いしたいと思います。ありませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

なければ、承認することとしてよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

それでは、第１０回の会議録については、承認することといたしま

す。 

－【報 告】－ 

次に、日程第３報告に入ります。 

６月１８日に開催いたしました、第１０回教育委員会議から本日ま

での行事や実施事業について事務局から報告をお願いいたします。 

それでは、６月１８日に開催されました第１０回教育委員会議以降、

本日までの主な行事や実施事業等について、配布しております資料に

より報告いたします。 

６月１９日、第３回全員協議会が開催されております。 

また、同日、令和２年春の叙勲受章伝達式が、役場応接室で行われ

まして、教育長が出席をしております。 

また、同日、町文化連盟定期総会が中央公民館で開催されまして、

教育長が出席をしております。 

６月２２日から２６日まで、第２回別海町議会定例会が開催されて

おります。 

それから、６月２２日、第１回別海町スポーツ推進委員会議及び研

修会が町の総合スポーツセンターで開催され、教育長が出席しており

ます。 

７月に入りまして、１日、定例校長会議が開催されております。 

６日、第１回別海町立幼稚園長会議が開催されております。 

翌７日、第３回別海町議会臨時会が開催されております。 

そして１５日、第４７回むし歯予防図画ポスターコンクール表彰式

が町民保健センターで開催され、教育長が出席しております。 

そして本日の第１１回教育委員会議の開催となっております。 

以上で報告を終わります。 

－【議 事】－ 

それではこれから、日程第４議事に入ります。 

初めに、議案第１号別海町学校給食センター運営委員会委員の任命
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学校給食センター

主査 

(成瀬広子君) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

(登藤和哉君) 

 

 

教育長 

(登藤和哉君) 

 

 

教育長 

(登藤和哉君) 

 

 

教育部長 

(山田一志君) 

 

 

 

 

 

 

 

又は委嘱について、事務局から説明をお願いいたします。 

議案第１号別海町学校給食センター運営委員会委員の任命又は委嘱

について、内容を説明いたします。 

 議案書１ページをお開きください。 

 運営委員会は、学校給食センターの円滑な運営を図ることを目的と

して、別海町学校給食センター設置条例により設置されている組織で、

現在１０名を任命又は委嘱しており、任期については、平成３１年４

月１日から令和３年３月３１日までの２年間でございます。 

 本議案は、令和２年３月３１日で、委員の任命又は委嘱していた方

の選出団体の役員改選があったことから、補欠委員の選任をするもの

でございます。 

 任期につきましては、前任者の残任期間として令和２年４月１日か

ら令和３年３月３１日まででございます。 

 なお、今回の選任の結果、委員の構成は議案資料１ページの委員名

簿のとおりでございます。 

 以上で、議案第１号の内容説明を終わります。 

只今、議案第１号の内容説明が終わりましたので、御質問御意見等

がありましたら、お受けしたいと思います。何かありませんでしょう

か。 

（「なし」の声あり） 

なければ、採決をいたします。 

議案第１号について原案のとおり可決することに御異議ございませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議がないようでございますので、議案第１号については原案のと

おり決定することといたします。 

次に、議案第２号令和２年度教育費予算の補正についてです。事務

局説明をお願いいたします。 

それでは最初に、教育委員会の補正概要について私のほうから説明

を申し上げます。 

議案書は２ページになります。 

教育委員会では、新型コロナウイルス感染症対策として、町内の学

校教育施設及び社会教育施設、ここには社会教育施設も含まれますけ

れども、これを換気対策と夏季の暑熱対策として、網戸の設置されて

いない教室等に網戸を設置する事業を実施することといたしました。 

網戸の設置については、早急に行う必要があることから、７月２７

日に開催予定の町議会臨時会に補正予算案を提出しようとするもの
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学務課主査 

(大山晋作君) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部次長 

(石川誠君) 

 

で、本日の会議に議案として提出させていただきました。 

それでは、補正予算書１ページをご覧願います。 

歳入はございませんので、歳出ということになります。事業が、新

型コロナウイルス対策事業ということで、総務費になりますが、各小

学校、中学校、幼稚園を合わせて１３，９２６千円を増額しようとす

るものであります。 

また、社会教育施設と体育施設も同様に、２，０６９千円を増額し、

教育委員会全体で１５，９９５千円の増額補正となっております。 

なお、新型コロナウイルス感染症対策として、各施設の蛇口の交換

も計画しており、現在９月定例会での補正に向け作業を進めていると

ころであります。 

この後、補正内容の詳細について、各所管から説明させますので、

よろしくお願いいたします。 

以上で説明を終わります。 

私のほうから、学務課の補正予算について説明いたします。 

 補正予算書の１ページをご覧ください。 

１ページ上段になります。歳出になります。 

２款、１項、１７目、新型コロナウイルス感染症対策事業、小学校

校舎等改修事業、７，３３０千円の増は、小学校の普通教室、特別教

室などに網戸の設置を行うことによる増となります。 

文部科学省で示している、学校における新型コロナウイルス感染症

に関する衛生管理マニュアルでは、換気については２か所の窓を同時

に開けて実施することを示しております。現在もそれらに基づき換気

を実施しているところですが、虫などの侵入を防ぎ安全に安心して換

気ができる環境を確保するため、網戸が設置されていない教室などに

設置を行うものです。 

次に、２款、１項、１７目、新型コロナウイルス感染症対策事業、

中学校校舎等改修事業、委託料６，２１１千円、並びに幼稚園園舎等

改修事業、委託料３８５千円の増についても、小学校と同様に普通教

室、特別教室などへの網戸の設置、幼稚園については、職員室、教室

などに網戸の設置を委託することによる増となります。 

 以上、学務課の歳出の補正額合計は、１３，９２６千円の増となり

ます。 

 学務課分の補正予算の説明は以上です。 

私のほうから引き続き、生涯学習課の担当分について説明いたしま

す。 

２款、総務費、１項、１７目、新型コロナウイルス感染症対策費、
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教育長 

(登藤和哉君) 
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(登藤和哉君) 
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(登藤和哉君) 
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(登藤和哉君) 

指導参事 

(根本渉君) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託料１８９千円の増は、旧奥行臼駅逓所の木製の網戸設置工事に伴

うものです。 

その下、同じく新型コロナウイルス感染症対策費、委託料１，８８

０千円の増につきましても、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、

町民体育館をはじめ、合計１６か所の社会体育施設及び総合スポーツ

センター施設に網戸、換気扇の設置を行うことにより、感染症対策の

強化を図り、利用者の安全を確保し、安心して施設を利用できること

を目的とし、増額するものです。 

 以上、生涯学習課分の補正額合計は、２，０６９千円の増となり、

学務課と合わせた教育委員会合計で、１５，９９５千円となります。 

 補正についての説明は、以上となります。 

只今、内容説明が終わりましたので、御質問御意見等がありました

ら、お受けしたいと思います。何かありませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

それでは、なければ、採決をさせていただきます。 

議案第２号について原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

異議がないようですので、議案第２号について原案のとおり決定す

ることといたします。 

－【その他】－ 

それでは議事は終了しましたので、日程第５その他に入ります。 

事務局何かありませんか。 

それでは、私から別海町新聞の日について説明させていただきます。 

２枚綴りの別海町小中学校保護者の皆様へという資料をご覧くださ

い。 

別海町新聞の日につきましては、毎月最終月曜日の北海道新聞の朝

刊と、子ども新聞まなぶんを町内全児童生徒１，３１５名に配布し、

子どもたちに新聞を読んでもらうとともに、活用をしていくものであ

り、教育長の就任時から強い思いのある事業でございます。 

本町では、平成３０年度から、全小中学校へ毎日読売新聞を配布し

て、活用をしてまいりました。 

また、昨年度令和元年からは、小学校へ読売子ども新聞、中学校へ

読売中高生新聞を配布しているところです。 

これらのＮＩＥの活動につきましては、読解力の向上はもちろん、

将来の故郷別海を担う子供たちが、ＮＩＥをはじめとした学びの土台

を築いていくことで、本町の公民としての民度に繋がっていくという
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教育長 

(登藤和哉君) 

 

教育長 

(登藤和哉君) 

学校教育課長 

(入倉伸顕君) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふうに考えているところであります。 

２枚目につきましては、昨日から本日までの別海町新聞の日にかか

わる様子について掲載をしております。 

 昨日、全面的な協力をいただいております、北海道新聞社取締役の

小林様と、本町登藤教育長との間で、協定書の調印式が行われました。 

その後、北海道新聞社ＮＩＥ推進センターによる、小中学校各校の

代表による研修会も行われております。 

そして本日、全校に新聞のほうを配布するところです。子どもたち

の様子につきましては、別海中央小学校の本日の様子です。 

あとですね、１時間目と２時間目につきましては、北海道通信社Ｎ

ＩＥコーディネーターによる授業も行われております。 

この後、道新のぶんぶん号を派遣していただき、別海中央小学校、

中学校の様子を中心としながら、号外のほうを発行していただきます。 

この後、別海中央小、中学校の全児童生徒はもちろん、役場の本庁

舎、公民館３館、図書館に配布をする予定となっております。 

以上で、私から説明を終わらせていただきます。 

それでは、只今の説明に対し、委員の皆様何かご質問等がありまし

たらお受けしたいと思います。何かありませんでしょうか。 

 （「なし」の声あり） 

それでは、そのほか事務局から何かありませんか。 

 

それでは私のほうから、本町の行事等の在り方について、カラーの

資料を用いて説明させていただきます。 

これまで、今年度の運動会や学芸会等の学校行事については、新型

コロナウイルス感染症に係る対応としまして、１学期は行わず、２学

期以降に延期し、状況によっては中止の判断もありえるとしてきまし

た。 

このような状況の中、学校行事の主旨、地域の感染状況等を総合的

に踏まえ、本町の学校行事の在り方、方向性を示しましたので、資料

に基づき説明いたします。 

運動会、体育祭、学芸会、文化祭は、小学校、中学校ともに、子ど

もたちが活躍できる場を、体育的、文化的行事またはその代替の取組

の中で設定します。 

実施に当たっては、感染対策を講じるとともに、各校の実情を踏ま

え、授業日の中で参観日を活用しながら取組を進めます。 

また、日時については休日、平日に限らず、幼児教育施設との連携

等、学校区の実情を踏まえ行うこととします。 
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 なお、幼稚園では、小学校、中学校と同様の内容で実施する方向で、

現在、各園で調整しているところです。 

 次、修学旅行は、２学期にバスの移動を中心に、臨機応変な対応が

できる予定を組み、実施します。 

当初から航空機による移動を予定していた中学校については、十分

な感染防止に努めた上で利用を認めます。 

コロナ感染拡大防止対策により、保護者負担が増える場合は、道の

施策をもとに今後、町として対応を行ってまいります。 

今後、７月下旬に北海道では、修学旅行に関する要綱が制定される

予定であること、及び各学校での修学旅行の日程が９月下旬に実施さ

れることから、９月の予算計上に向けて、準備を進めて参ります。 

 次、部活動については、７月から練習試合を、８月から大会への参

加及び開催を可能としています。３年生の引退時期については、各校

で判断します。少年団は部活動に準じますが、全道大会につながる地

区予選大会が開催される競技については、６月後半の練習試合など、

柔軟な対応を可能としております。 

 このような方向性を示し、コロナ禍においても、感染拡大防止の対

応を可能な限り行いながら、子どもたちが輝く場を各学校において設

定していきます。 

資料はございませんが、最後に夏休み、冬休みについてお知らせい

たします。 

小学校、中学校ともに、当初夏、冬合わせまして５０日間を予定し

ておりましたが、夏季休業を８月８日土曜日から８月１７日月曜日の

１０日間、冬季休業を１２月２６日土曜日から１月１２日火曜日の１

８日間の合計２８日間と設定をしました。 

この設定に当たっては、近隣市町との連携をするとともに、北海道

教育委員会からの指針である長期休業中の登校日は２０日程度を目安

にすることを踏まえ、長期休業期間を設定しています。 

また、幼稚園につきましては、幼稚園における教育のほか、家庭及

び地域における教育の支援も含め、各園における家庭や地域の状況を

踏まえて、小中学校で設定した夏休み、冬休みの期間を限度に短縮す

ることができるとしました。 

中西別幼稚園は、夏休み、冬休みともに小学校、中学校と同じ日程

で設定しています。 

野付、上西春別幼稚園では、当初の計画どおりの日程で、夏休みが

７月２３日から８月１８日の２７日間、冬休みが１２月２３日から１

月１４日の２３日間で設定しています。 
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以上で、行事の在り方、夏休み、冬休みについての説明を終わりま

す。 

それでは、只今の説明に対し、ご質問等がありましたらお受けした

いと思います。何かありませんでしょうか。 

 （「なし」の声あり） 

それでは、そのほか事務局から何かありませんでしょうか。 

 （「なし」の声あり） 

委員の皆様方から、折角の機会でございますので何かありませんで

しょうか。 

先ほど補正予算の説明の中で、９月の町議会定例会で補正予算案を

提出する蛇口の交換に関する話がありました。その具体的な内容につ

いて教えてください。 

今考えておりますのが、通常の蛇口はくるくると指で回すタイプで

すけれども、要はそういった蛇口等を通じて菌がうつるというか、人

から人にうつることのないように、イメージとしては手を使わずに肘

とかで押して開けたり閉めたりできる蛇口もございますので、そうい

ったタイプの蛇口のことを今は考えております。 

建設水道部に確認しているところでは、１個の蛇口の交換について

大体、蛇口の器具と交換で１２千円から１５千円くらいの金額が１か

所かかるという、１つの蛇口の交換にそれくらいはかかると聞いてお

ります。 

今、そのように検討作業を進めているところです。 

蛇口で思い出したのですけれども、中央小学校、中学校で、全体数

が足りないんじゃないかという話はよく伺ってたんですけれども、蛇

口の数に関しては今回は変わりなくて、バータイプに変換ということ

でよろしかったですかね。 

増設は今のところは考えてなかったですけれども、既存の蛇口の交

換ということで、作業を進めているところです。 

そのほか、何かありませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

 なければ、以上もちまして、予定をしておりました案件については

すべて終了でございます。 

 これをもちまして、第１１回教育委員会議を閉会いたします。 

 皆様、大変お疲れ様でございました。 

－【閉 会】－ 

 


